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AVT  Audiovisual Translation      視聴覚翻訳 
ECR Extralinguistic Cultural Reference    言語外文化的指示 
ICR  Intralinguistic Cultural Reference    言語内文化的指示 
ST  Source Text        原文、起点テキスト 
TT  Target Text        訳文、目標テキスト 
SL  Source Language       起点言語 
TL  Target Language       目標言語 
SC  Source Culture       起点文化 
TC  Target Culture        目標文化 






















（Chiaro 2012; Massidda 2015: 29-33）。日本は字幕が主流の国であると言われるが（戸田1997: 







欧州の研究者はそのことに気づき、20 世紀半ばに本格的な AVT 研究が始まり、20 世紀末











































外文化的指示（Extralinguistic Cultural Reference、以下 ECR と略す）とは、ある文化におけ
る言語外の実体や過程の言語表現で、言語システムの一部ではない実物や文化項目に関す
る表現のことである。言語内文化的指示（Intralinguistic Cultural Reference、以下 ICR と略
す）は、言語システム内にある慣用語、諺、俗語、方言などの文化項目に関する表現であ
る。本研究は ECR と ICR のどちらも分析対象とし、データを集め、統計的に分析する。 
ECR の翻訳ストラテジーについては Gottlieb（2009）と Pedersen（2011）の分類を基本
とするが、本研究に合わせ、（1）公式等価、（2）保留、（3）音訳、（4）直訳、（5）特化、
（6）一般化、（7）置換、（8）省略、という 8 ストラテジーとする。ECR の種類が異なる
と翻訳ストラテジーの選択も異なるのではないかと予想し、ECR を○1 職業・身分・呼称、
○2 組織、○3 物品、○4 地名・場所、○5 人名、○6 祝日、○7 度量衡・通貨、○8 社会常識、の八つ
の領域に分類する。統計によって各領域の ECR の翻訳ストラテジーの選択傾向を分析し、
その理由の説明を試みる。 





る表現（語呂合わせ、言葉遊びなど）である。この 2 種類の ICR の翻訳ストラテジーを分
析し、分布を調査する。 







なお、本研究で分析対象としたのは中国語の映像作品 6 本（映画 5 本、テレビドラマ 1
本）と日本語の映像作品 9 本（映画 6 本、アニメ 1 本、テレビドラマ 2 本）である。字幕
翻訳に関する最新の傾向を見るため、分析対象は全て執筆時の現時点まで 10 年以内の作品
である。中国語ファンサブを選択する際には、ファンサブの共通する特徴を調べるため、








第３章と第４章は忠実度を反映する ECR と ICR、およびその研究方法を説明する。次い




















人的、部分的に言語的な異文化間の相互作用（an intentional, interpersonal, partly verbal 
intercultural interaction based on a source text）」である（Nord 2018:17）。翻訳がコミュニ
ケーションという相互作用であるとすれば、機能主義翻訳理論において、翻訳者の役
割が重視されるとともに、翻訳が持つ目的が強調され、原文は絶対視されない。 
機能主義翻訳理論の核心であるスコポス理論（Skopos Theory）は Katharina Reiss と
Hans J. Vermeer によって提案され、Christiane Nord に継承され、体系化された。その形
成と発展は三つの段階に分けられる。本節では段階ごとに詳しく紹介する。 
2.1.1 テキストタイプ別翻訳理論 
Reiss は「等価（equivalence）」の概念をもとにし、原文（Source Text、以下 ST）と訳文
（Target Text、以下 TT）の機能的関係に基づいた翻訳評価の体系化を目指した。Reiss は従
来の等価研究とは異なり、単語や句レベルではなく、コミュニケーション機能を達成する
ためのテキストレベルの等価を求めた（Munday 2008: 72; Nord 2018: 9）。 
Reiss は、言語には「代表（representation）」「表現（expression）」「訴求（appeal）」とい
う三つの基本的機能があると主張した Bühler の「organon model」を適用し、作者のコミュ
ニケーションの意図によって、テキストの三つの基本的機能を提案している（Reiss 2004; Reiss 

























機能に関して等価である（in which the aim in the TL is equivalence as regards the conceptual 
content, linguistic form and communicative function of a SL text）」翻訳である（Reiss 1989: 112; 














点を当てる。ST が翻訳される理由と TT の機能をはっきりさせることは翻訳者にとって非
常に重要である（Munday 2008: 79）。そして、スコポスによる機能的に適切な翻訳を Vermeer
は translatum と呼ぶ（Munday 2008: 79; Vermeer 2004）。 
スコポス理論には、翻訳の一般理論として六つの基本規則がある（Munday 2008: 80; Reiss 
& Vermeer 2014: 107）。 
(1) Translatum（あるいは TT）はスコポスによって決められる。 
(2) Translatum は、起点文化（Source Culture、SC）と SL での情報提供に関する情報を、
目標文化（Target Culture、TC）と TL で提供するものである。 
(3) Translatum による情報提供は、不可逆的なマッピングである。 
(4) Translatum はそれ自身が首尾一貫していなければならない。 
(5) Translatum は ST と整合的でなければならない。 
(6) これらのルールはスコポス規則以下、この順序で優先される。 
この六つのルールについて若干の説明を加えておこう。（2）により、ST は SC と、TT
は TC と関連付けられる。（3）から、原文が SC で果たす機能と、翻訳が TC で果たす機能
は必ずしも一致している必要はないことになる。（4）の一貫性規則（coherence rule）は、
translatum の受け手の状況や知識、需要を踏まえた上で、意味の通る translatum にしなけれ
ばならないことを要求する（Munday 2008: 80; Reiss & Vermeer 2014: 98-102）。（5）の忠実
性規則（fidelity rule）は、translatum と ST が一致することを求める（Munday 2008: 80; Reiss 














translatum ができる（Nord 2018: 20; Schäffner 1998; Vermeer 2004）ことが、スコポス理論の
重要な長所の一つである（Munday 2008: 80）。従来の翻訳理論は ST を中心とし、ST の受
信者への影響や ST の生産者が決める機能によって翻訳過程や方法が決められるとするの








とは、文化によって TT への要求が異なるということである。作者の意図を精確に TT に表
すことを要求する文化もあれば、ST の形式的特徴を忠実に TT で再生することを求める文












忠実性が ST と TT の間の関係であるのに対して、忠誠は、翻訳者、ST の作者、TT の受信
者、発起人の間の社会的関係に関わる道徳上の責任である。 
第一の文化特異性の問題について、翻訳者は TT の受信者の期待を考慮に入れて翻訳























2.2.1 AVT とは 
字幕は視聴覚翻訳（Audiovisual Translation）の一種である。AVT とは文字通り、視覚と
聴覚両方のコミュニケーション・チャンネルを使用する翻訳である。Snell-Hornby（1997）









の特徴を持つテキストを、Reiss は「オーディオメディアテキストタイプ（audio-media text 
type）」と呼んだが、後に Spillner の意見を採用して、「マルチメディアテキストタイプ









など、スクリーンを通してプログラムを見る際には screen translation という用語もよく使
われる（Cheng 2014; Díaz Cintas 2009; 刘 2010）。用語の違いはあっても、映画やテレビド
ラマの翻訳はそれらの研究対象の中でも最も典型的なものである。 
視覚・聴覚両方のチャンネルを言語的・非言語的側面と組み合わせることにより、視聴
覚テキストを特徴付ける四つの基本的な要素を形成することができる（Delabastita 1989; Díaz 
12 




















字幕（intralingual subtitling）と言語間字幕（interlingual subtitling）の二種類に分かれる（Gottlieb 
1992, 1997; Massidda 2015: 45）。言語内字幕は聴覚障害者のためサウンドトラックと同じ言




Gottlieb は字幕を「Subtitling can be defined as a (1) written, (2) additive, (3) synchronous type 





















図 2.1 翻訳の過程（Gottlieb 2004: 220） 










から TL の文字へ記号を変更する字幕を Gottlieb（ibid.）は異種記号的翻訳（diasemiotic 
translation）と名付ける。最後の縦の矢印は言語内字幕の過程である。言語内字幕は異種記
号的ではあるが、翻訳とするかどうかは議論の余地がある。 
吹き替えと字幕のメリットとデメリットもよく議論される（Georgakopoulou 2003: 62-71; 









到底かなわない（for the purposes of expressing nuances the written word cannot possibly compete 















































り異なる。ラテン文字を使う言語なら、一行は最大 35-40 文字で、二行になると 70-80 文
字になる（de Linde & Kay 1999: 6; Díaz Cintas & Remael 2014: 84-85; Gottlieb 1992; 
Karamitroglou 1998 などを参照）。日本語字幕に関しては「一行 10 文字二行まで」と言われ
ている（戸田 2009: 4）。中国語字幕は一行 13-15 文字と言われるが（Díaz Cintas 2008b; Fong 





の読み取る速度は一分に 150-180 単語で、反応時間を入れて、二行字幕の持続時間は 6 秒
である。これは 6 秒ルール（six-second rule）と呼ばれている（Díaz Cintas 2008b）。日本語
の場合、戸田（2009: 4）は「1 秒 3-4 文字」という暗黙のルールがあると述べている。中
国語字幕の時間制限はあまり検討されていないが、廖・張（1996）の調査によれば、中国
人が声を出して読む速度は一分に 260-368 字で、黙読になると一分に 562.19-622.41 字にな
るから、字幕の速度はその中間とし、反応時間の余裕を考えると、1 秒 6-9 文字になる。



















る。同様に、豊倉・山田（2017）は日本語字幕の従来の「1 秒 4 文字」ルールを検証し、1
秒 4 文字と 1 秒 6 文字の字幕について視聴者の読みには有意差がないが、1 秒 8 文字にな






文や重要な要素の語順まで表さなければならない。de Linde & Kay（1999: 7）はこの制限
を同期（synchronization）と呼ぶ。TL の視聴者は画面と会話の内容を提示する字幕で作品






ストの制限の一種である。「文書は音声よりも密度が高い（writing has a higher density than 
speech）」（Halliday 2002: 229）ため、字幕は口頭語の特徴を保ちつつ、書き言葉の特徴にも
注意しなければならない（de Linde & Kay 1999: 26-27）。そのため、口頭語によくある繰り
返しや談話標識などは字幕では省略されることがよくある（Cheng 2014: 29; 翁 2011）。し
かし、映画などの会話は普通の会話ではなく、全ての単語が注意深く設計された上で情報
を伝達する。そのため、会話のすべてに一定の機能があり、翻訳者がそれを無視すること







とができるものである（Chiaro 2012; Díaz Cintas & Remael 2014: 185）が、テキストの制限
がある以上、理想的な字幕を作るのは至難の業である。 
以上みてきたように、字幕には情報の圧縮や損失が避けられない。ヨーロッパ言語も日





の意図を重視した動的等価（dynamic equivalence）（Nida 1964: 159）を持つ翻訳である。字





































































世界中のファンサブの制作過程に大きな違いはない（Díaz Cintas & Muñoz Sánchez 2006; 











































留する翻訳手法である（Venuti 2008: 15）。過剰忠実性とは Lewis による概念で、以下のよ
うにまとめられる。 
[…] the strong, forceful translation that values experimentation, tampers with usage, seeks 
to match the polyvalencies or plurivocities or expressive stresses of the original by 
producing its own.（実験を重んじ、慣用語法に手を加え、翻訳自身によって原文の多
価性また多義性また表現の重点に一致を求める力強い翻訳である。）（Lewis 2004: 270） 
[I]t is rather a new axiomatics of fidelity, one that requires attention to the chain of 
signifiers, to syntactic processes, to discursive structures, to the incidence of language 
mechanisms on thought and reality formation, and so forth. No less than in the translation 
of poetic texts, the demand is for fidelity to much more than semantic substance, fidelity 









                                                        




There is a potential and emerging subtitling practice that accounts for the unavoidable 
limits in time and space of the subtitle, a practice that does not feign completeness, that 
does not hide its presence through restrictive rules.（字幕に避けられない時間と空間の
制限を打破し、完全を装わず、厳しい規則で自身の存在を隠さない将来性のある
新興の字幕実践がある。）（Nornes 1999: 18） 
次に目標志向性とは、視聴者の欲求に応えようとする態度をいう。ファンサブの翻訳者
はファンサブの視聴者が本物の異文化を求めていることを熟知しており、原文を忠実に翻












（Cheng 2014; Díaz Cintas 2005; Díaz Cintas & Muñoz Sánchez 2006）。しかし、目標視聴者に
文化的指示を完全に伝達するため、ファンサブはその文化的指示に関する注釈を画面に入









































世界知的所有権機関（World Intellectual Property Organization / WIPO）は著作権を以下の
ように定義している。 
Copyright (or author’s right) is a legal term used to describe the rights that creators have 
over their literary and artistic works. Works covered by copyright range from books, 
music, paintings, sculpture, and films, to computer programs, databases, advertisements, 















である。De Konsik はこう述べている。 
[…] as long as they do not sell their works, they will be safe from legal persecution. 
Conventional wisdom holds that companies and individuals that own the copyrights to 
mass-media texts will not sue fan producers, as long as the fans do not make money from 
their works.（彼らは自分の作品を販売しない限り、法的な迫害を受けない。社会
                                                        
2 http://www.wipo.int/copyright/en/ accessed 2018/11/30 






あり、絶大な宣伝効果を持っている。Díaz Cintas & Muñoz Sánchez も英語ファンサブの日
本語アニメについてこう述べている。 
Traditionally, it has been implicitly acknowledged by fansubbers as well as by Japanese 
copyright holders that the free distribution of fansubs can have a very positive impact in 
the promotion of a given anime series in other countries.（伝統的に、ファンサブの無
料配布はある特定のアニメシリーズの他国での宣伝に非常によい影響を与えうる
ことが、ファンサブ製作者だけでなく、日本の著作権保持者にも暗黙の裡に認め














                                                        
4 http://www.cric.or.jp/db/treaty/t1_index.html accessed 2018/11/30 























持者の圧力も強まった。2014 年 10 月にアメリカ映画協会が発表した世界中の映像著作権
侵害調査レポートでは、中国最大の字幕組「人人影视字幕组」が名指しされ7、ウェブサイ
トが閉鎖された。同年、中国最大の字幕シェアサイト「射手網」も閉鎖された。これが中
国の字幕組時代の終焉を象徴する出来事である（Rong 2017; Wu 2017）。その後、残された
字幕組のファンサブ活動は地下に潜ることを余儀なくされた。 
                                                        
6 http://data.chinaxwcb.com/epaper2017/epaper/d6541/d5b/201707/79288.html accessed 2018/11/30 





















準とし、表 2.1 の映画五本とテレビドラマ一本を選んだ。 












種類の ECR がどのようなストラテジーで翻訳されるのかを直接対比できる。 





ジャンル 時間（分） 監督/国・地域 
唐山大地震/ 
唐山大地震 
2010/2015 ヒューマン 135 馮小剛/中国 
山楂树之恋/ 
サンザシの樹の下で 




2011/2013 武侠 121 徐克/中国・香港 
十二生肖/ 
ライジング・ドラゴン 





























































107 新海誠 漫遊 
映画 聲の形/ 
声之形 
2016/2017 アニメ 130/109 山田尚子 動漫国 
続・深夜食堂/ 
深夜食堂 2 










119 伊藤智彦 動漫国 
暗殺教室 第 2 期/ 
三年 E 班（暗杀教室） 




625 ― 极影 
アンナチュラル/ 
非自然死亡（全 10 話） 
2018/2018 刑事 472 ― 人人 
真田丸/ 
真田丸（1~10 話） 





上映された際には、上下二部を一部にし、合計 226 分の映画を 125 分に、ほぼ半分が削除
された。バトルシーンの一部は残ったが流血シーンは悉く消去されたため、字幕への影響
も大きいと思われる。『寄生獣』はテレビアニメもあり、一度中国に輸入されたが、政策に
より配信が禁止された。『ONE PIECE FILM GOLD』は世界的に人気のある日本マンガ『ONE 




















































を扱う。Pedersen は前者を言語外文化的指示（Extralinguistic Cultural Reference/ECR）と呼
び、以下のように定義している。 
Extralinguistic Cultural Reference (ECR) is defined as reference that is attempted by 
means of any cultural linguistic expression, which refers to an extralinguistic entity or 
process. The referent of the said expression may prototypically be assumed to be 




































（culture-specific）」と呼ばれることが多い（Díaz Cintas & Remael 2014: 200; Nedergaard- 







になっている。ST の中に起点文化（Source Culture/SC）でも目標文化（Target Culture/TC）
















の指示対象が理解できるほど透明であるか（Is the linguistic expression in itself transparent 
enough to enable someone to access its referent without cultural knowledge?）」（Pedersen 2011: 













重要なのは、ECR の R は Reference であって、Referent ではないということである。 
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3.1.2 ECR の領域分類 
ECR の定義によると、ECR であるかどうかは品詞と関係ないが、実際にはほとんどの
ECR は名詞か名詞句である。従って品詞によって ECR を分けるのはあまり意味がない。
Pedersen（2011: 58）は ECR を領域（domain）別に分類することを提案している。「領域」
は ECR がどの意味分野あるいはネットワーク（人名、地名など）に属しているかを指す。
ECR の領域は翻訳にも影響する（Pedersen 2011: 59）。 
では、ECR はどのような領域に分類すべきであろうか。研究者によって領域の分類は異




る。Ripoll（2005）は「自然（nature）」、「レジャー、祝祭、伝統（leisure, feasts and traditions）」、
「人工物（artificial products）」、「宗教と神話（religion and mythology）」、「地理（geography）」、
「政治と経済（politics and economy）」、「歴史（history）」、「芸術と文学（art and literature）」、
「科学（science）」の九つに分類している。 
Pedersen（2011: 59-60）は Scandinavian Subtitles Corpus から収集した ECR をベースにし、
「度量衡（Weights and measures）」、「固有名詞（Proper names）」、「職業上の役職名」、「料理
及び酒類（Food and beverages）」、「文学（Literature）」、「政府（Government）」、「娯楽
（Entertainment）」、「教育（Education）」、「スポーツ（Sports）」、「通貨（Currency）」、「技工
物（Technical）、「その他（Other [sic]）」の 12 の領域に分類している。もちろん、この分類
はすべての ECR の領域を網羅するわけではなく、あくまで Pedersen 自身が収集した ECR
の分類でしかない。領域の分類は収集した ECR によって変わるものなのである。本論文で
は筆者が収集した ECR をもとに、領域を再分類する。詳細は 3.2 節の研究方法で述べる。 









ECR の具体的なストラテジーについて、3 人の研究者の分類を表 3.1 にまとめる。この
表は全て字幕翻訳の特徴を考えた ECR の翻訳ストラテジーの分類である。それぞれに対応
するストラテジーは同じ行に置く。 
表 3.1 研究者別の ECR の翻訳ストラテジー 
Nedergaard-Larsen（1993） Gottlieb（2009） Pedersen（2011） 
Transfer/loan 
Identity/Exotism Retention Retention 
Imitation 












Omission Omission Omission 

















（『続・深夜食堂』 3:13 公式字幕） 
保留は最も忠実なストラテジーとも言える。ECR の意味だけではなく、その形式まで保
留されるからである。翻訳者が ST の ECR を TT にコピーするだけなので、労力はごくわ
ずかである。もちろん、TC の視聴者が保留された ECR を理解できるかどうかはまた別の
話である。 
直訳とは言語は変わっても、意味についての変換が一切ないものである。直訳はさらに
借用翻訳（Calque）と転換直訳（Shifted direct translation）に分類できる。借用翻訳は ST の
形態素を順番に翻訳するものである。（3.2）のように、ST にある「公判」、「前」、「整理」、
「手続き」の全ての形態素が対応する中国語で ST と同じ順番に並んでいる。 
（3.2） 日本語：公判前整理手続き 
中国語：公审前整理手续 
（『アンナチュナル』第 3 話 4:28 ファンサブ） 
借用翻訳による TT は TC の視聴者に違和感を与える。それに対して転換直訳は ST の形
態素を全て訳す（一部の機能的形態素は省略できる）が、TT における順序は自由に変えら

















（『君の名は。』 86:49 公式字幕） 












一般化は特化とは逆に、ST の ECR をより一般的な表現にするストラテジーである。一























（3.8） 中国語：给我两碗素面 （素面二杯を頼む） 
    别的都不要  （他は要らない） 
就这样   （以上） 
  日本語：具はいらない 麺だけで結構 
（『ドラゴンゲート』34:17） 
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上位用語や言い換えは ST の ECR より長くなってしまうかもしれないが、ECR の上位用
語はその ECR 自身より短いのが普通である。一般化によって、字幕を視聴者により理解し
やすくすると同時に、字幕を短くすることができる。 
置換とは ST の ECR を他の ECR に置き換えること、また、状況に応じて全く別のもの
に置き換えることである。前者を文化的置換（Cultural substitution）、後者を状況的置換
（Situational Substitution）と呼ぶ。文化的置換において、ST の ECR は置き換えられる ECR
と何らかの関係があるが、状況的置換では ST の ECR と TT の訳語には関係がない。 
文化的置換では、ST の ECR は TC の視聴者に理解しやすい文化横断的な ECR に、また







（3.10）は ST の ECR を TC の ECR に置き換えるものである。「大年夜」は旧暦におけ







状況的置換では、ST の ECR はその状況や場面に合うものに置き換えられる。置き換え
るものはもとの ECR と関係がなくてもよい。（3.11）の「子时」はいわゆる子の刻（午後





（『琅琊榜』第 14 話 24:25） 












好例である（Pedersen 2011: 97）。また、ディズニーのキャラクターDonald Duck がスウェー




  中国語：花样男子 






しも公式等価を使う必要はないが、その場合、視聴者が ST の ECR を理解できない恐れが
ある。 
Pedersen（2011: 100-103）はさらに目標視聴者が ST の ECR をどのように理解するか、
翻訳者が ECR にどのように介入するかによっても翻訳ストラテジーを分類している。すな










聴者が ECR を理解することがある。ここでは ECR の意味を変更する特化、一般化、置換
が介入的ストラテジーに分類される。 





なる。また、一般化と置換は目標視聴者が元の ECR ではなく、その ECR の感覚あるいは
他の ECR を理解するのに役立つ。 
以上、Pedersen の ECR の翻訳ストラテジーとその分類を紹介した。しかし、すべてが英
語からデンマーク語とスウェーデン語に翻訳することを土台にしているので、日本語と中
国語の間にも完全に適用できるとは限らない。日本語と中国語の特徴を考え合わせ、Pedersen
の翻訳ストラテジーを調整する必要がある。詳細は次の 3.2 節で紹介する。 
44 










（Transculturality）と呼んだ。これを受けて Pedersen（2011: 106-107）は ECR を翻訳する
前に、ECR の文化横断度を調べる必要があると述べている。ECR の文化横断度とは、「百
科事典的また間テキスト的知識によって、ECR がどれくらい容易に ST と TT の視聴者そ
れぞれに理解されるか（how easily an ECR can be accessed by the ST and TT audience, 





文化横断的 ECR は一つの文化に縛られず、ST と TT の視聴者のどちらも熟知している
ものである。文化横断的 ECR は SC からのものでなくても、TC または第三の文化からの
ものでも構わない。注意すべきは、文化横断的 ECR はすべての文化の視聴者に知られてい
る必要はなく、ST と TT の視聴者が知っていればよいという点である。例えば、「麻将（中）
/麻雀（日）」は世界的に知られているとは言えないが、日中間では文化横断的である。ま




断的 ECR は翻訳上の問題を引き起こさないのが普通である。TL にはすでにその ECR と対
応するよく知られる翻訳が存在しているからである。 
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単一文化的 ECR は最も典型的な ECR で、ST の視聴者はよく知っているが、TT の視聴
者には知られていないものを指す。単一文化的 ECR はほぼ SC のものであるが、第三の文
化に属する場合もある。例えば、アメリカンドッグはアメリカ発祥で、日本ではよくコン
ビニや屋台で見られるが、中国大陸ではあまり見られない。TL には単一文化的 ECR に対
応する語が存在しないか、存在しても TT の視聴者に知られていない。そのため、単一文
化的 ECR はよく翻訳問題を引き起こす。 








ST の視聴者も分からないので、インフラ文化的 ECR は物語の中で（intra-diegetically）理
解できるようになっているからである。つまり、ST の視聴者にも分かるように ST がイン
フラ文化的 ECR を直接的また間接的に説明しているので、ST 全体を翻訳すれば、TT の視





























次に、架空の ECR について説明しておきたい。定義上、架空のものも ECR になりえる








で、登場する人物の名前も ECR ではない。 
最後に、ある指示対象が、ECR である同時に、言語内文化的指示（ICR、詳細は 4.1 節
で述べる）でもあることがある。例えば、「内弁慶」のように、全体は ICR であるが、そ
の中の「弁慶」は ECR である。この場合、その比喩的な意味が強いため、ECR ではなく、
ICR に加算する。 
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次に ECR の領域の再分類を提案したい。ECR の領域は翻訳ストラテジーの選択と大き
く関わるが、領域を必要以上に細かく分類すると、一つの領域に ECR の数が少なくなり、
翻訳ストラテジー選択の傾向が見えなくなる。そのため、抽出した ECR をできるだけ重複
しない八つの領域に分類する。すなわち、○1 職業・身分・呼称、○2 組織、○3 物品、○4 地名・
場所、○5 人名、○6 祝日、○7 単位、○8 社会知識である。 


























（『アンナチュナル』 第 8 話 42:21 公式字幕およびファンサブ） 
（3.17） 日本語：かりんとう 
中国語：花林糖 
（『アンナチュナル』 第 7 話 0:06 ファンサブ） 
（3.18） 日本語：桐ヶ谷
き り が や
 
中国語：桐谷 
（『続・深夜食堂』 5:12 公式字幕およびファンサブ） 
（3.19） 日本語：カルヴァンの“マ・グリフ”です 
中国語：是 CARVEN 的 Ma Griffe 











保留して NATO としたり、シェークスピアの Comedy of Errors を『間違いの喜劇』と直訳
したりするのがその例である。しかし、それでは既存の翻訳を使うとすべて公式等価にな












の部分にあるので、この ECR の翻訳ストラテジーは音訳とする。 
（3.20） 日本語：『ソア橋』 
中国語：《索亚桥》 
（『アンナチュナル』 第 7 話 25:56 ファンサブ） 



































のうち保留が 17 回、省略が 7 回用いられた。この場合「礼部」の延べ語数は 24、異なり
語数は 1 で、異なり語数での「礼部」の翻訳ストラテジーは保留とする。『ドラゴンゲート』
にも「礼部」が 1 回出現し、保留されており、「礼部」の延べ語数は 1、異なり語数は 1 で










ECR の忠実度は、忠実なストラテジーによって翻訳される ECR の比率を領域別に調べ
る。日本語字幕と中国語字幕、中国語の公式字幕とファンサブの忠実度に有意差があるか
どうかを検証するため、フィッシャーの正確確率検定（Fisher's exact test、以下は「検定」

























































2 4 0 0 0 16 15 0 37 
異なり 
語数 


























表 3.3 職業・身分・呼称の忠実度比較 
 忠実 非忠実 合計 忠実度 
日本語 
延べ語数 1194 702 1896 62.97% 
異なり語数 73 67 140 52.14% 
中国語 
公式字幕 
延べ語数 6 31 37 16.22% 
異なり語数 4 10 14 28.57% 
中国語 
ファンサブ 
延べ語数 13 24 37 35.14% 







の「郡主」は『琅琊榜』では合計 267 回も出現し、その内保留が 178 回、置換が 2 回、省
略が 87 回である。「郡主」は皇帝の娘あるいは皇太子の娘のこと、またその称号である。
日本の「姫」に近いが、字幕では漢字をそのまま保留している。（3.24）の「督主」は『ド
























































































































原文 公式字幕 ファンサブ 
社長 ほら もう一杯 
（『君の名は。』 13:41） 














































































の有意差検定は表 3.4 に示している。 
表 3.4 職業・身分・呼称の忠実度の有意差検定 
P 値 延べ語数 異なり語数 
中（公）-中（フ） 0.1090 0.2519 
日-中（公） <0.0001 0.1592 



































































0 51 0 4 3 8 6 4 76 
異なり 
語数 




























3 2 5 
41 
(2) 
表 3.6 組織の忠実度比較 
 忠実 非忠実 合計 忠実度 
日本語 
延べ語数 501 262 763 65.66% 
異なり語数 39 24 63 61.90% 
中国語 
公式字幕 
延べ語数 58 18 76 76.32% 
異なり語数 30 11 41 73.17% 
中国語 
ファンサブ 
延べ語数 62 14 76 81.58% 

































































































原文 公式字幕 ファンサブ 
捜査二課… 
（『アンナチュナル』 























































































を表 3.7 に示す。 
表 3.7 組織の忠実度の有意差検定 
P 値 延べ語数 異なり語数 
中（公）-中（フ） 0.5511 1.0000 
日-中（公） 0.0735 0.2905 



























































11 30 11 
39 
(1) 





8 13 6 
21 
(1) 



































表 3.9 物品の忠実度比較 
 忠実 非忠実 合計 忠実度 
日本語 
延べ語数 70 133 203 34.48% 
異なり語数 34 81 115 29.57% 
中国語 
公式字幕 
延べ語数 118 55 173 68.21% 
異なり語数 57 34 91 62.64% 
中国語 
ファンサブ 
延べ語数 135 38 173 78.03% 






































































A case of 24 bottles of Chinese Maotai 
perfectly preserved, 
forgotten in a farm cellar for over 55 years. 
（『ライジング・ドラゴン』 2:16） 
マオタイ酒 1 箱 24 本 
完璧な保存状態 



































































































原文 公式字幕 ファンサブ 
ワサビ入りのモンブラン食
べてるのも 









を表 3.10 に示す。 
表 3.10 物品の忠実度の有意差検定 
P 値 延べ語数 異なり語数 
中（公）-中（フ） 0.0520 0.4343 
日-中（公） <0.0001 <0.0001 



























































































3 2 3 0 0 6 
61 
(1) 
表 3.12 地名・場所の忠実度比較 
 忠実 非忠実 合計 忠実度 
日本語 
延べ語数 172 93 265 64.91% 
異なり語数 41 29 70 58.57% 
中国語 
公式字幕 
延べ語数 91 10 101 90.10% 
異なり語数 58 3 61 95.08% 
中国語 
ファンサブ 
延べ語数 89 12 101 88.12% 













































































































































































原文 公式字幕 ファンサブ 
いや、六本木ヒルズあたり
じゃね？ 






























差検定を表 3.13 に示す。 
表 3.13 地名・場所の忠実度の有意差検定 
P 値 延べ語数 異なり語数 
中（公）-中（フ） 0.8219 0.4909 
日-中（公） <0.0001 <0.0001 



































0 8 2 0 2 0 1 8 21 
異なり 
語数 



























































0 1 0 0 0 
12 
(2) 
表 3.15 人名の忠実度比較 
 忠実 非忠実 合計 忠実度 
日本語 
延べ語数 12 9 21 57.14% 
異なり語数 6 7 13 46.15% 
中国語 
公式字幕 
延べ語数 16 0 16 100.00% 
異なり語数 12 0 12 100.00% 
中国語 
ファンサブ 
延べ語数 16 0 16 100.00% 






































宋守述 现年 65 歲 
退休前在唐山冶金機械廠工作 
唐山大地震中失去父親 妹妹 兒子 
（『唐山大地震』65:44） 















































原文 公式字幕 ファンサブ 
水木しげる大先生 













































を表 3.16 に示す。 
表 3.16 人名の忠実度の有意差検定 
P 値 延べ語数 異なり語数 
中（公）-中（フ） 1.0000 1.0000 
日-中（公） 0.0046 0.0052 






























































0 0 0 0 0 2 0 0 2 
異なり 
語数 











0 0 0 2 0 0 0 0 2 
異なり 
語数 
0 0 0 1 0 0 0 0 1 
表 3.18 祝日の忠実度比較 
 忠実 非忠実 合計 忠実度 
日本語 
延べ語数 9 43 52 17.31% 
異なり語数 6 18 24 25.00% 
中国語 
公式字幕 
延べ語数 0 2 2 0.00% 
異なり語数 0 1 1 0.00% 
中国語 
ファンサブ 
延べ語数 2 0 2 100.00% 
























































































する皮肉である。日本語字幕は 7 月 15 日を中元節と特定した上で、注釈で説明している。




































































































0 1 0 0 0 0 3 0 4 
異なり 
語数 











0 0 0 0 0 0 3 1 4 
異なり 
語数 
0 0 0 0 0 0 1 1 2 
87 
表 3.20 単位の忠実度比較 
 忠実 非忠実 合計 忠実度 
日本語 
延べ語数 11 32 43 25.58% 
異なり語数 5 7 12 41.67% 
中国語 
公式字幕 
延べ語数 1 3 4 25.00% 
異なり語数 1 1 2 50.00% 
中国語 
ファンサブ 
延べ語数 0 4 4 0.00% 














（『琅琊榜』 第 6 話 8:06） 
褒美として絹織物 100 匹と 






に対する置換である。中国では 1「时辰」は 2 時間である。（3.99）は時代劇の雰囲気を守
るため、日本古代の時間の単位「刻」に置換している。しかし、日本の「刻」は現代では
馴染みが薄い上に、季節や昼夜で長さが異なるため、注釈で 1 刻は 2 時間であると説明し


































































原文 公式字幕 ファンサブ 









（『真田丸』 第 1 話 45:48） 
新府到岩柜共三十七里  （大概 148 公里） 















































































































表 3.22 社会知識の忠実度比較 
 忠実 非忠実 合計 忠実度 
日本語 
延べ語数 190 289 479 39.67% 
異なり語数 68 131 199 34.17% 
中国語 
公式字幕 
延べ語数 118 59 177 66.67% 
異なり語数 58 33 91 63.74% 
中国語 
ファンサブ 
延べ語数 119 58 177 67.23% 


































































































You must mean the ransacking of Old Summer 
Palace. 

















































































































































































原文 公式字幕 ファンサブ 
何か こう…  
かつて見たことがないよう
な土下座でもさせんと 
































起火点是 2 层的小酒馆 
（火元は 2 階のバーであ
る。） 






















検定を表 3.23 に示す。 
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表 3.23 社会知識の忠実度の有意差検定 
P 値 延べ語数 異なり語数 
中（公）-中（フ） 1.0000 0.8767 
日-中（公） <0.0001 <0.0001 












































































































































表 3.25 ECR 全体の忠実度比較 
 忠実 非忠実 合計 忠実度 
日本語 
延べ語数 2159 1563 3722 58.01% 
異なり語数 272 364 636 42.77% 
中国語 
公式字幕 
延べ語数 408 178 586 69.62% 
異なり語数 220 93 313 70.29% 
中国語 
ファンサブ 
延べ語数 436 150 586 74.40% 


































有意差検定を表 3.26 に示す。 
表 3.26 ECR 全体の忠実度の有意差検定 
P 値 延べ語数 異なり語数 
中（公）-中（フ） 0.0789 0.4237 
日-中（公） <0.0001 <0.0001 








































言語内文化的指示（Intralinguistic Cultural Reference/ICR）は ECR と対になる概念である























Quite often intralinguistic problems involve indirect or implicit messages or 
connotations, the question being how the meaning of the source text can be made 
accessible to TL receivers, if ‘just translating it’ turns out to be inadequate. The 
emphasis tends to be on how well a translation functions in the receiving language 
culture.（言語内の（翻訳）問題には、しばしば間接的または暗黙のメッセージ、
言外の意味が関わる。問題は、「ただ翻訳する」のでは不十分であると判明した
場合、どのように ST の意味を TL 受信者に理解できるようにするかということ
である。受信する言語文化において翻訳がどれほどうまく機能するかというこ
とに重点が置かれることが多い。）（Leppihalme 1997:3） 
Leppihalme は ICR のうちの比喩表現の翻訳の難しさについて述べている。ST にある比



















（4.1） 日本語：俺は あんな雑魚たちに負けるのか… 
中国語：我要输给那帮杂鱼吗（俺はあんな雑魚たちに負けるのか） 
（『暗殺教室』第 2 期 第 3 話 12:20 ファンサブ） 







（『琅琊榜』第 41 話 23:55） 




（4.3） 日本語：僕らの暗殺旅行は こうしてやっと幕を閉じた 
中国語：我们的暗杀旅行 终于落下帷幕 
 （私たちの暗殺旅行はついに幕を下ろした。） 
（『暗殺教室』第 2 期 第 1 話 15:12 公式字幕） 


























（4.6） 中国語：咱们宫家的门槛高 （私たち宮家の敷居が高い） 
















表 4.1 比喩表現の翻訳ストラテジーの分布 
 借用 直訳 類似置換 相違置換 言い換え 省略 合計 


















11 45 75 0 
157 
(2) 
表 4.2 比喩表現の忠実度比較 
 忠実 非忠実 合計 忠実度 
日本語 59 393 452 13.05% 
中国語公式字幕 32 125 157 20.38% 





















































































































































































原文 公式字幕 ファンサブ 
有希子 爪を隠してたのね 




































原文 公式字幕 ファンサブ 
いいか モルモット 

































原文 公式字幕 ファンサブ 
まっ 飯食いながら 鼻で
笑って見てやろうぜ 












































就是那只 UDI 的老鼠吗 
（あの UDI の鼠か。） 
（4.27） 










































原文 公式字幕 ファンサブ 
修羅場を踏んだ数が違うの 











原文 公式字幕 ファンサブ 
食欲の秋 






































信サイト Bilibili の独自のバージョンでは、「通人情（人間味がある）」に言い換えている。 
（4.32） 










原文 公式字幕 Bilibili ファンサブ 
あなたもずいぶん 
角が取れたようで… 

















検定を表 4.3 に示す。 
表 4.3 比喩表現の忠実度の有意差検定 













表 4.4 メタ言語表現の翻訳ストラテジーの分布 
 借用 直訳 類似置換 相違置換 言い換え 省略 合計 
















3 11 10 3 
55 
(7) 
表 4.5 メタ言語表現の忠実度比較 
 忠実 非忠実 合計 忠実度 
日本語 4 3 7 57.14% 
中国語公式字幕 34 21 55 61.82% 



















































































































































































































原文 公式字幕 ファンサブ 
そういえば ７Ｋだって 聞
いたんですけど 













有 7 个 K 
脏 苦 险 
（そういえば、この仕事に






頭文字は全て K である。） 
（4.46） 






















































































































原文 公式字幕 ファンサブ 
今日は上海ガニを食べに行
ってきますアルね 







































































































































































































原文 公式字幕 Bilibili ファンサブ 
かたわれ時だ 


























の忠実度の有意差を表 4.6 に示す。 
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表 4.6 メタ言語表現の忠実度の有意差検定 











表 4.7 ICR 全体的翻訳ストラテジーの分布 
 借用 直訳 類似置換 相違置換 言い換え 省略 合計 



















14 56 85 3 
212 
(9) 
表 4.8 ICR 全体の忠実度比較 
 忠実 非忠実 合計 忠実度 
日本語 63 396 459 13.73% 
中国語公式字幕 66 146 212 31.13% 











































表 4.9 ICR 全体の忠実度の有意差検定 


























（Cheng 2014; Díaz Cintas 2005）。その理由は主に二つある。一つは字幕には空間と時間の
制限があるからである（Díaz Cintas 2008b; Gottlieb 1992）。空間的にスクリーンに注釈を入
れる余裕はなく、時間的にも視聴者が字幕の出現時間内に注釈を読み切ることが難しい。
もう一つの理由は、字幕は視聴者に自分が字幕を見ていることを気づかせてはならないと





















[A]nnotation is defined as a metalinguistic semiotic sign that elucidates, comments on, or 
provides additional information associated with a particular point in a media program.（注
釈とは、メタ言語的で記号論的な意味での記号をいい、メディアの番組における特
定の点に関連する追加情報を、説明したり、コメントしたり、提供したりする。）




































には 1 例、『琅琊榜』には 243 箇所ある。 
『唐山大地震』の（5.1）は毛沢東の葬式のシーンである。注釈は図 5.1 で示している通
りである。このシーンが毛沢東の葬式であることが日本の視聴者でもすぐ分かるが、「1976













図 5.1 『唐山大地震』44:59 
140 
次は『琅琊榜』にある注釈を分析する。同じ注釈が複数出現することがあるので、延べ
語数と異なり語数の両方とも数える。注釈の分布は表 5.1 に示す。 
表 5.1 『琅琊榜』にある注釈の分布 
 延べ語数 異なり語数 
言語外的指示の説明 242 38 
比喩表現の説明 0 0 
言語システム表現の説明 0 0 
出典の説明 1 1 
合計 243 39 
『琅琊榜』にある注釈は 1 例が出典の説明で、残りは全て言語外的指示である。言語外
的指示の説明の大多数は ECR を説明するもので、第 3 章ですでに多くの例が示した。本節















































































































































表 5.2 中国語字幕における注釈 
 映画 ドラマ・アニメ 『真田丸』 
公式字幕 ファンサブ 公式字幕 ファンサブ ファンサブ 
言語外的指示の説明 0 12 11 14 65 
比喩表現の説明 0 0 1 2 0 
言語システム表現の説明 0 4 10 4 1 
出典の説明 0 1 4 2 0 






























































注釈を付け、実際には 16 年目であることを示している。 
（5.12） 







































原文 公式字幕 ファンサブ 
本願寺






































































（『真田丸』 第 4 話 3:46） 
-武藤喜兵卫（-武藤喜兵衛！） 










源三郎にしたって 父上が そう…。 
















































原文 公式字幕 ファンサブ 
新学期には滑り込みセーフ 
（『暗殺教室』第 2 期 第 16
話 17:49） 
新学期刚好赶上








































































































































原文 公式字幕 ファンサブ 




I have a dream 
我 有 一 个 梦 想 (I have a 
dream): 马丁 ･路德 ･金于
1963 年 8 月 28 日 
（I have a dream：マーティ
ン・ルーサー・キング 1963
年 8 月 28 日） 


























































































                                                        













FILM GOLD』とテレビアニメ『暗殺教室』第 2 期の二作品である。ぞれぞれの特徴をまと
め、他に類似する例があるかどうかを調査する。 




日本語タイトル 公式タイトル ファンサブタイトル 










                                                        







原文 公式字幕 ファンサブ 
私たちは海賊なのよ！ 















原文 公式字幕 ファンサブ 
一獲千金が狙えるカジノの
街 








原文 公式字幕 ファンサブ 
こいつはギャンブルと一緒
だ 




























原文 公式字幕 ファンサブ 
ギャンブラーなんだろう？ 
命 か け る 価 値 は あ る ぜ














原文 公式字幕 ファンサブ 
人生のギャンブルには負け
てたのか 
























原文 公式字幕 ファンサブ 
ん？ おいおい 
海軍もいるのか？ 






原文 公式字幕 ファンサブ 
確か 革命軍に入ったって
噂を聞いたが 











せばよいが、25 話もある『暗殺教室』第 2 期で半年も視聴者をごまかすのは到底不可能で
ある。従って、処理方法も変える必要がある。この公式字幕は極力「殺す」という行為を





原文 公式字幕 ファンサブ 
あれは暗殺ではなく戦だ 



























原文 公式字幕 ファンサブ 
優れた殺し屋ほど万に通じ
る 













日本語タイトル 公式タイトル ファンサブタイトル 
暗殺教室 
三年 E 班 





























































































『ONE PIECE FILM GOLD』から例を三つ挙げる。（6.20）の「Ready go」や（6.21）の





原文 公式字幕 ファンサブ 
レディー 
ゴー 






原文 公式字幕 ファンサブ 
イッツア！ ショータイ
ム！ 
（『ONE PIECE』 78:34） 
好戏开始啦 
（いいショーが始まる） 
It's a show time 
166 
（6.22） 
原文 公式字幕 ファンサブ 
イッツア…！  
エンタテインメント！ 












原文 公式字幕 Bilibili ファンサブ 
ようこそ オーグマ
ーへ 












原文 公式字幕 Bilibili ファンサブ 
ＮＰＣのタグもなか
ったが… 






没有 NPC 的标签 
（NPC のタグがな
い） 






















AR 和 VR 的区别 
（だが… 




和 VR 的区别 
（だが… 


















原文 公式字幕 ファンサブ 
ビー クワイエット 
























But 为 Assasination 而 Start
的 Classroom 
（But Assasination で Start し
た Classroom） 
（6.29） 









原文 公式字幕 ファンサブ 
では ご遺体… デッドボ
ディーの引き取りは 









那么 遗体 dead body 
后天 day after tomorrow 来
取走 OK 吗 
（では  ご遺体  dead body 
明後日 day after tomorrow 













不能 walking 的 dead 之国吗 
walking dead 意为行尸走肉 



































本研究で分析対象としたのは中国語の映像作品 6 本（映画 5 本、テレビドラマ 1 本）と





















○2 組織 ECR については、延べ語数も異なり語数も、中国語公式字幕とファンサブどちら
も日本語字幕より忠実度が高い。ただし有意差があるのは、延べ語数での日本語字幕と中
国語ファンサブの間のみである。 
○3 物品、○4 地名・場所、○5 人名、○8 社会知識の四領域の ECR では、延べ語数も異なり語
数も、中国語公式字幕とファンサブのどちらも忠実度が日本語字幕より大きく上回り、全
てにおいて有意差があった。 






































































































































































ICR については、これを本格的に調査したのは本研究が初めてである。筆者は ECR の概
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